

                                【　別　記　様　式　集　】
【記入要領の共通事項】
　ワープロで作成する参加表明書及び技術提案書の用紙は、Ａ４（JIS-P 0138）縦とし、フォントは、10から12ポイント、１行文字数は、35文字から45文字、１ページの行数は、30行から40行とし、上下左右に20mm以上の余白を設けるものとする。
　提出様式は、特に指示のない場合は各々１ページ以内の片面印刷（両面印刷は不可）とする。なお複数の別記様式（及び別記様式－11を除く。）を１ページに集約して記載しても構わない。

（別記様式－１）
	
参　加　表　明　書
令和　　年　　月　　日

那覇港管理組合
　管理者　玉 城　康 裕　　　　殿


                         　           提出者　住　　　　所：共同企業体事務所の住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号：共同企業体事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称：○○○○業務
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△△・○○××共同企業体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者構成員：△△(株)　職名　　氏名　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構成員：○○(株)　職名　　氏名　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                      作成者　担当部署：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ Ｅ Ｌ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ Ａ Ｘ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：
 
　令和○年○月○日付那覇港管理組合公告第○号で公告がありました○○に係る○○に参加を希望します。
　なお、参加表明書の内容については事実と相違ないことを誓約します。




【記入要領】
１　参加表明書は、別記様式－１を表紙として提出する。別記様式－１から別記様式－９（枝番含む。）のうち入札評価の対象となる様式を漏れなく添付して提出する。

（別記様式－１の２）
	 参加表明書の内容確認チェックシート（企業評価用）

	評価
項目
	評価の着目点
	
判断基準
	別記様式番　号
	
評価値
	資料
の有無
	
適用

	
	種　類
	細　別
	
	
	
	
	

	参加表明者の経験及び能力　                      　　　下記の合計
	
	
	

	


	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	予定管理技術者の経験及び能力                    　　　下記の合計
	
	
	

	


	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	業務実施体制
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	契約限度額
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


【記入要領】
１　入札（参加）説明書の入札参加者を指名するための基準を参考に記入する。
２　判断基準は、入札（参加）説明書は記載例を参考に箇条書きとする。
３　記載欄は、評価基準に合わせ加除して下さい。
４　当該様式は、申請内容の確認のための資料であることから、記載の評価値を確約するものではない。
記載例
	参加表明者の経験及び能力　                                      　　下記の合計
	
	
	

	



	
資格要件
	
技術登録部門
	①コンサルタント登録（○○部門）、

	
別記様式－
	   
４
	
 有
	
登録書写

	
	専門技術力
	成果の確実性
	①類似業務がある。
	別記様式－
	８
	 有
	TECRIS写

	
	情報収集能力
	地域貢献度災害協定
	②活動実績なし
	別記様式－
	０
	 無
	

	



	
専門技術力
	
業務成績
	
⑤4件(内県分3件)、平均：65～70点
	
別記様式－
	
13.2
	
 有
	
成績表写

	
	　　　〃
	表彰等
	②事務所長表彰
	別記様式－
	２
	 有
	表彰写

	
	専任性
	手持ち業務量
	該当しない。４件、160,532,500円
	別記様式－
	  －
	 無
	

	業務実施体制
	
	
	

	

	

	

	主たる部分は、再委託となっていない。
	
別記様式－
	
  －
	
 無
	




（別記様式－１の３）
	 技術提案書の評価基準の内容確認チェックシート

	評価
項目
	評価の着目点
	
判断基準
	
記載様式名
	
評価値
	添付資料の有無
	
適用

	
	種　類
	細　別
	
	
	
	
	

	予定管理技術者の経験及び能力（管理技術者）                  下記の合計
	
	
	

	


	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	予定照査技術者の経験及び能力（照査技術者）                  下記の合計
	
	
	

	


	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	予定担当技術者の経験及び能力（担当技術者）                  下記の合計
	
	
	

	


	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


【記入要領】
１　入札（参加）説明書の技術提案書の特定するための基準を参考に記入する。
２　判断基準は、入札（参加）説明書は記載例を参考に箇条書きとする。
３　記載欄は、評価基準に合わせ加除して下さい。
４　当該様式は、申請内容の確認のための資料であることから、記載の評価値を確約するものではない。
記載例
	予定管理技術者の経験及び能力（管理技術者）            下記の合計
	10.6
	
	

	
	資格要件
	技術者資格
	②技術士（○○部門）
	別記様式－
	1.0
	有
	登録書写

	
	専門技術力
	業務実績
	①同種業務の実績あり。
	別記様式－
	2.0
	有
	TECRIS写

	
	情報収集能力
	地域精通度
	②当該事務所での実績あり。
	別記様式－
	2.0
	有
	TECRIS写

	
	専門技術力
	業務成績
	③平均：65～70点 、土木建築部成績有り
	別記様式-
	2.1
	有
	成績表写

	
	　　　〃
	表彰等
	③該当しない。
	別記様式－
	0.0
	無
	

	
	〃
	当該部門の従事期間
	H10年取得＋7年、18年
①△年以上　　　
	別記様式－
	1.5
	有
	登録書写

	
	CPD
	
	②１年間の取得が50単位
	別記様式 -
	1.5
	有
	証明書



（別記様式－２）
 ・企業の実績等
	①名称

	②本店の所在地


	③支店又は営業所の所在地【参加資格を支店、営業所で満たす場合に記載】


	④TECRIS登録番号：

	⑤建設コンサルタント登録規定に基づく登録状況
　登録部門：　○○部門
　登録年月日：
　登録番号： 

	⑥那覇港管理組合の令和2・3年度建設業及びコンサルタント入札参加資格者名簿登録
　業種区分：
　登録番号：
　登録業種：

	⑦同種又は類似業務経歴（１件以内）

	業務分類
	業務名
	発注機関
	履行期間

	

	
TECRIS 登録番号：
	

	



【記入要領】
１　評価の対象となっている同種又は類似業務経歴等を記載する。
２　TECRIS登録業務においては、その写しを添付、それ以外は証明ができる資料を添付する。
４　建設コンサルタント登録規定に基づく登録状況は、建設コンサルタント登録規定（昭和52年建設省告示第717号その他登録規定）における建設コンサルタントに登録されている場合、登録部門名及び登録年月日、番号を記載すること。
８　過去の受賞歴は、優良業務表彰を1業務記載し、同種業務の業務種別と同様のものでなくても良い。共同企業体の場合は、入札（参加）説明書を確認の上記載すること。

（別記様式－２の２）
 ・企業の過去10年間の同種又は類似業務実績の概要           企業名：
	業務分類
	同種（あるいは類似）業務

	業務名
	

	TECRIS登録番号
	

	契約金額
	

	履行期間
	

	発注機関名
住　所/ＴＥＬ
	

	業務概要
	

	業務の技術的特徴
	


１　業務分類には、入札説明書又は、参加説明書において定義した「同種業務」、「類似業務」のいずれかを記載する。ただし、共同企業体における業務実績の場合は、公告等で認めた場合に限る。
２　別記様式－２に記載した同種又は類似業務を記載する。
３　TECRIS登録されている業務は内容の分かる部分写しを添付、登録のない業務はの契約書等の写し及び業務内容の分かる資料を添付すること。
４　複数申請する必要がある場合には、表を増やし記入する。

（別記様式－３）
・企業の業務成績
	①業務成績の申請
       企業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	番号
	業務分類
	業務名
	発注機関名
	履行期間
	業務成績

	(1) 
	
	TECRIS 登録番号：
	
	
	点

	(2) 
	
	TECRIS 登録番号：
	
	
	        点

	(3) 
	
	TECRIS 登録番号：
	
	
	点

	(4) 
	
	TECRIS 登録番号：
	
	
	        点

	(5) 
	
	TECRIS 登録番号：
	
	
	        点

	
②業務成績の合計(記載のあるる業務の合計点)
	
        点

	
③業務成績の平均点(少数点第２位を四捨五入し、少数点第１位止めとする。)
	
        点


【記入要領】
１　企業の業務成績
(1) 業務成績は、過去２年間とは当該年度を含まない直近の２年度間の成績を記載するもとする。なお、共同企業体の場合には代表構成員を評価の対象とする。
(2) 業務の区分は、設計業務、測量業務、土質・地質調査業務、環境調査業務とする。
(3) 上記の業務が、一括で発注の場合は、最大の業務量（請負金額）のものとする。
(4) 成績点の平均点は、少数点第２位を四捨五入し、少数点第１位止めとする。
過去○年間の平均＝（申請の評価点の合計）／（当該業務での申請件数）
２　記載分の業務の成績表の写しを添付すること、その場合に業務名称、発注機関名及び押捺、技術者氏名、管理・照査・担当技術者の分類等が分かるようにすること。
３　TECRIS登録を行っている業務はTECRISの写しを添付、登録を行っていない業務は契約書の写し及び業務分類が分かる資料を添付すること。

（別記様式－４）
・業務実施体制（企業を対象）
	分担業務の内容
	代表構成員、構成員の別、再委託先又は協力先及びその理由

	
	

	
	

	
	



・技術者の配置体制
	
	予定技術者名
	所属・役職
	担当する分担業務

	管理技術者
	
	
	

	照査技術者
	
	
	

	
担当技術者

	(1)
(2)
(3)
	


	



	　　上記の内県内（管内）常駐技術者　　　　　　　　　　　　　人　　　　　　　　　　　　　　


【記入要領】
１　業務実施体制
(1) １社単独、設計共同体、いずれの場合においても業務の分担について記載するものとする。（業務の分担を行わない場合には記載する必要はない。）
(2) 設計共同体により業務を実施する場合は、備考欄に設計共同体の構成員である旨を記述するとともに、企業名等を記述すること。また、代表者はその旨を記述すること。
(3) 他の建設コンサルタント等に当該業務の一部を再委託する場合又は学識経験者等の技術協力を受けて業務を実施する場合は、備考欄にその旨を記載するとともに、再委託先又は協力先、その理由（企業の技術的特徴等）を記載すること。ただし、業務の主たる部分を再委託してはならない。
２　技術者の配置体制
(1) 氏名にはふりがなをふること。
(2) 所属・役職については、技術提案書の提出者以外の企業等に所属する場合（共同企業体を除く。）は、企業名等も記載すること。
(3) 県内に技術者の常駐が評価の対象となっている場合は、証明する資料を添付すること。

（別記様式－６）
 ・予定管理・照査・担当技術者の経歴等                        区分（管理・照査・担当）技術者
	ふりがな
①氏名
	②生年月日

	③所属・役職                                             TECRIS登録番号：

	④保有資格
 技術士（部門：   　分野：　　）・登録番号：　　　　・登録年月日：
 RCCM　（部門：　　　　　　　 ）・登録番号：　　　　・登録年月日：
 その他（名称：　　　　　　　 ）・登録番号：　　　　・取得年月日：

	⑤同種又は類似業務経歴（○件）

	業務分類
	業務名
	発注機関
	履行期間

	

	
TECRIS 登録番号：
	

	


	⑥同種又は類似業務に関する高度な調査・検討業務をマネジメントした実務経験（例えば、総括調査員または主任調査員に相当する程度の実務経験）

	業務分類
	職務上の立場（役職）
	機関名（所属まで記載）
	期間

	
	
	
	

	⑦手持業務の状況（公告日現在）管理技術者、又は担当技術者となっている契約金額500万円以上（ただし、国土交通省、内閣府沖縄総合事務局開発建設部及び地方公共団体において調査基準価格を下回る金額で落札した業務は、業務名の先頭に【低】を付して記載すること。）

	業務名
	職務上の立場
	発注機関
	履行期間
	契約金額

	

	

	

	

	
 （契約金額合計　万円）

	⑧実務経験の経歴
(1)○○○（○○部門）登録　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　(  年 ヶ月) 
(2)取得後の期間（公告日を基準）　　　　　　　　  　年 月～  年  月(  年 ヶ月) 
(3)上記の合計                                      年 月～  年  月(  年 ヶ月)累計(  年ヶ  月)

	⑨優秀技術者表彰、または優良業務表彰の経歴


	⑩当該地域の業務実績（地域精通度の評価）（ １件）

	業務名
	職務上の立場
	発注機関
	履行期間
	履行対象地域
	契約金額

	
TECRIS 登録番号：
	
	
	
	
	


【記入要領】
１　評価の対象となっている配置技術者全て経歴等を記載する。ただし、担当技術者は、１名のみとする。
２　TECRIS登録業務においては、その写しを添付、それ以外は証明ができる資料を添付する。
３　業務分類には、入札説明書の「配置予定管理技術者に対する要件」において定義した「同種業務」、「類似業務」のいずれかを記載する。
４　資格を要件としている場合は、資格があることを判断できる「保有資格」について記載する。
５　業務実績を評価している場合は、実績に該当する「同種又は類似業務」の実績について記載する。
６　手持ち業務量を評価の対象となる場合は、国・県・政令市・市町村・民間等の全てを記載すること。
７　本業務以外の業務で配置予定技術者として特定された未契約業務がある場合は、手持業務の記載対象とし、業務名の後ろに「特定済み」と明記するものとする。
８　過去の受賞歴は、優秀技術者表彰を1業務記載し、同種業務の業務種別と同様のものでなくても良い。受賞歴については、業務名、賞の名称、受賞年月、共同体の場合は構成員を記載すること。
９　従事期間については、資格要件又は、評価の対象となっているものの取得後の経歴を記入する。また、経	験年数の算出は次例を参考に記載する。１月(31日)に満たない場合は切り捨てる。
例）平成21年８月15日告示の場合
 技術士（総合技術監理部門・建設－道路）の場合には、取得までの実績10年、登録日が平成15年３月17日
　取得後の年数は６年４か月。よって、従事期間は、10年＋６年４か月＝16年４か月
10　従事期間算定の技術士（総合技術監理部門）に対する特例措置
　　従事期間の算定は、資格要件と同一を基本とするが、技術士（総合技術監理部門）においては、先に取得した部門において、「選択科目」が同一の場合に限り、評価対象となっているものと代えて算定してもよい。
例）前記にて、技術士（総合技術監理部門・建設－道路）に先立ち技術士（建設部門・道路）を平成10年３月17日に登録している場合の従事期間は、取得後の年数は11年４か月
　よって、従事期間は　７年＋11年４か月＝18年４か月　＞　16年４か月
　なお、選択科目が同じと判断するものは、
　　　　総合技術監理部門・建設－土質及び基礎　　←→　建設部門・土質及び基礎
    〃　　　　・建設－都市及び地方計画←→　建設部門・都市及び地方計画
    〃　　　　・建設－建設環境　　　　←→　建設部門・建設環境  などである。

（別記様式－６の２）
 ・予定配置技術者の同種又は類似及び調査・計画業務をマネジメントした実務経験
	氏　名（ふりがな）
	

	区　分
	 （管理・照査・担当）技術者

	業務分類
	同種（又は類似）業務又は、調査・計画業務をマネジメント

	業務名
	

	TECRIS登録番号
	

	契約金額
	

	履行期間
	

	発注機関名
住　所/ＴＥＬ
	

	業務概要
	

	業務（又は経験）の技術的特徴
	
                                              （○○技術者として従事）

	当該技術者の業務担当（又は経験）の内容
	


【記入要領】
１　参加要件又は、評価の対象となっている実績があることを判断できる「同種又は類似業務」について記載する。
２　業務の概要及び業務の技術的特徴については、具体的に記述すること。
３　記載件数は１件とし、別記様式－２で記載した業務と同業務を記載する。
４　図面、写真等を引用する場合を含め、１ページ以内に記載する。
５　TECRISに登録されていない実績を記した場合は、その業務を担当した事を証する業務計画書又は業務報告書等の該当部分の写しを添付すること。

（別記様式－６の３）
 ・予定配置技術者の同種又は類似及び調査・計画業務をマネジメントした実務経験説明資料
	氏　名（ふりがな）
	

	区　分
	 （管理・照査・担当）技術者

	



【記入要領】
１　記載件数は１件とし、別記様式－２で記載した業務と同業務を記載する。
２　図面、写真等を引用する場合を含め、各配置技術者又は業務内容毎に１枚以内に記載する。

（別記様式－７）
・予定管理・照査・担当技術者の業務成績及びＣＰＤ実績
	①業務成績の申請　　　　　区分：（管理・照査・担当）技術者
       技術者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　    TECRIS技術者番号：

	番号
	業務分類
	業務名
	発注機関名
	履行期間
	業務成績

	(1)
	
	TECRIS 登録番号：
	
	
	
点

	(2)
	
	TECRIS 登録番号：
	
	
	
        点

	(3)
	
	TECRIS 登録番号：
	
	
	
点

	(4)
	
	TECRIS 登録番号：
	
	
	
点

	(5)
	
	TECRIS 登録番号：
	
	
	
        点

	
②業務成績の合計(記載のあるる業務の合計点)
	
        点

	
③業務成績の平均点(少数点第２位を四捨五入し、少数点第１位止めとする。)
	
        点

	④ＣＰＤの実績

	取得単位数
	期間
	認定機関名

	
年間当たり（　　　）
	   年　　月　～　　年　　月
                    か年間
	



【記入要領】
１　技術者の業務成績
(1) 業務成績は、過去４年間とは当該年度を含まない直近の４年度間の成績とする。
(2) 過去に受注した業務成績は、管理技術者、照査技術者、担当技術者として発注者へ提出のあったものに限り業務成績として取り扱う。
(3) 成績点の平均点は、少数点第２位を四捨五入し、少数点第１位止めとする。
過去４年間の平均＝（申請の評価点の合計）／（当該業務での申請件数）
(4) 記載分の業務の成績表の写しを添付すること、その場合に業務名称、発注機関名及び押捺、技術者氏名、管理・照査・担当技術者の分類等が分かるようにすること
２　継続教育（ＣＰＤ）の状況
(1) 単位取得証明書は、当該業務の告示日の１月前の日から過去３年間又は１年間を対象としたものとする。
(2) ＣＰＤの取得証明の写しを添付すること。

【記入要領の共通事項】
　ワープロで作成する参加表明書及び技術提案書の用紙は、Ａ４（JIS-P 0138）縦とし、フォントは、10から12ポイント、１行文字数は、35文字から45文字、１ページの行数は、30行から40行とし、上下左右に20mm以上の余白を設けるものとする。
　提出様式は、特に指示のない場合は各々１ページ以内の片面印刷（両面印刷は不可）とする、なお複数の別記様式（別記様式－１及び別記様式－11を除く。）を１ページに集約して記載しても構わない。

（別記様式－11）
	技術提案書

 業務の名称　　○○○○
 履行期限　　令和○年○月○日

　令和○年○月○日付け○○第○○号において、選定通知された、標記の業務について、技術提案書を提出します。

令和　年　月　日
 那覇港管理組合
　管理者　　玉 城　康 裕　殿
                          　           提出者　住　　　　所：共同企業体事務所の住所
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号：共同企業体事務所
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称：○○○○業務
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△△・○○××共同企業体
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者構成員：△△(株)　職名　　氏名　　印
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構成員：○○(株)　職名　　氏名　　印
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　担当部署：
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　Ｔ Ｅ Ｌ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　Ｆ Ａ Ｘ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　E-mail：



【記入要領】
１ 履行期限は、告示に期限が記載のある場合は期限の日時、履行日数の場合は日数を記入する。
２ 作成者は、当該提案書の疑義につて対応のできる者を記入すること。



（別記様式－12）
・業務実施方針　　　　　　　　　　　　　　　・業務フロー
	









・工程計画
	        
    検討項目   
	                           業務工程                     
	      
    備考   

	
	   月  
	   月  
	   月  
	   月  
	   月  
	  ２月 
	  ３月 
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


【記入要領】
１　業務の実施方針、業務フローチャート、工程計画について簡潔に記載する。 
２　提出者（設計共同体の構成員を含む）及び協力を求める学識経験者等を特定することができる内容の記述（具体的な社名・個人名等）を記載してはならない。
３　判断基準に「地域の実情把握」に関する項目が示されている場合は、「業務の実施方針」欄に当該提案内容を記載すること。 



（別記様式－13）
・特定・評価テーマに対する技術提案
	特定・評価テーマ○　：　○○○○○○

	












【記入要領】
１　評価又は特定テーマに対する技術提案の作成にあたっては、曖昧な表現は避け、実施することを明確に記載すること。なお、曖昧な表現の場合は評価しない。 
２　記載にあたっては、概念図、出典の明示できる図表、既往成果、現地写真を用いることに支障はないが、本件のために作成したＣＧ、詳細図面等を用いることは認めない。
３　提出者（設計共同体の構成員を含む）及び協力を求める学識経験者等を特定することができる内容の記述（具体的な社名・個人名等）を記載してはならない。
４　地域の実情を把握した上での業務の円滑な実施に関する提案が評価項目となっている場合には、当該提案を含めて記載すること
５　特定・評価テーマの記載にあたっては、１テーマにつき、Ａ４版１枚以内に記載すること。

